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登録リスト（該当：7件）
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		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 山口慎『白露日記』改訂・現代語訳（明治中期のペルー日記）]	山口慎『白露日記』改訂・現代語訳（明治中期のペルー日記）	私の曾祖父・山口慎の『白露日記』（明治22－23年）の現代語訳を今回少し改訂しました。上田藩出身の武士道精神は潔く、故郷の多くの方に知っていただければと思います。

山口慎(1846-1913）は上田藩士・山口毅の次男で、明治5年に松平忠礼・忠厚兄弟公のアメリカ留学に随行し、帰国後、東京銀座で日本初の西洋酒問屋「清水谷商会」を営みました。明治２２年、高橋是清のペルー銀山開拓事業に同行し、その顛末を『白露日記』として残します。明治４５年、旧藩主・松平家の財政再建を頼まれ、東京の松平邸に移り住んで私財を投げうつも病いに倒れました。

五味篤氏の『銀嶺のアンデス』、板谷敏彦氏の『小説高橋是清』でも取り上げられた日記です。	2023-05-20
	2	[image: 上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)]	上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)	『上田市史・下巻(1940)』の「社寺古墳及人物誌／人物篇」をハイパーメディア化。（長野大学「マルチメディア論」2020/2021実習で分担作成）

人物01 真田昌幸
　真田一徳斎幸隆の第三子、天文十六年生る。
人物02 真田信之
　 真田昌幸の嫡男、永禄九年生る。母は寒松院三修氏、幼名を源三郎と言ふ。
人物04 真田幸村
　幸村は正幸の代二子、永禄十一年生ると云う。
人物05 仙石政俊
　先の小諸城主後上田城主たりし仙石忠政の	2021-07-21
	3	[image: 人物87 宇平次]	人物87 宇平次	宇平次は、佐七の子にして世々商を営み、始め房山村に居りしが後柳村に就舎す。（略）以下に続きしに事跡を載す。

『上田市史・下巻(1940)』1301頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-14
	4	[image: ネット展示：藤本善右衛門が残したもの]	ネット展示：藤本善右衛門が残したもの	日本一の蚕種製造の地・信州上田を知る上で欠かせない最も重要な人物の一人が藤本善右衛門縄葛(ふじもと ぜんえもん つなね)です。蚕種製造の中心地であった上塩尻村(現在の上田市上塩尻)にはそれぞれの家々が蚕種製造を営み、その中でも佐藤本家は代々が優れた蚕種製造家となり、当主は藤本善右衛門を名乗ってきました。

いったい縄葛（1815～1890）とはどのような人物だったのか、資料からその実像をさぐってみたい。	2021-01-20
	5	[image: 部落ニュース（『西塩田時報』第132号(1934年11月1日)3頁）]	部落ニュース（『西塩田時報』第132号(1934年11月1日)3頁）	まず目を引いたのは、「部落ニュース」というタイトルである。現代においては差別問題が想起される「部落」という言葉。その言葉が日常の中に生きていた時代の記事ということだ。

タイトルは現代人からすると少し驚くようなものであるが、その中身は今もよく見る、ご近所ニュースといったところである。「○○で工事が行われた」「池に飛び込み人命救助をしたものが表彰された」という内容が続く。

我々を取り巻く社会が変わり、時代が移ろうとも、その中に生きる人々は今も昔も変わらないのだということが感じられた。


▼この記事は以下から参照できます。
#585 『西塩田時報』第132号(1934年11月1日)3頁	2020-12-09
	6	[image: 人物87 宇平次]	人物87 宇平次	宇平治は佐七の子にして世々商を営み、始め(略)
以下続きにその事跡を載す。

『上田市史・下巻(1940)』1301頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-23
	7	[image: 塩田平の野焼き]	塩田平の野焼き	21世紀に入ってもなお続いている野焼きの文化。塩田平を一望するとそこかしこに野焼きの煙が立ち上がっています。2019/11/16は好天に恵まれ、いつもより一際多く煙が立っていました。信州上田に移り住んで以来、秋になると日々立ち上がる煙の風景に日本の原風景を感じ、現代に生きる地域の無形文化として22世紀に残してもらいたいと心惹かれてきました。以来、ずっと変わることなくその思いを持ち続けています。

野焼きは稲作という営みから派生しています。農業をする方が高齢化する中、これから20年後、30年後は、この地域の風景がどう変わっていくのだろうかという思いで、毎年、あるがままの野焼きの煙の光景を眺め続けています。	2020-05-23
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